
も
た
ち
も
一
緒
に
楽
し
め

ま
す
。
他
県
の
方
で
、
お

手
玉
と
出
会
っ
て
心
の
病

を
克
服
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
お
手
玉
動
画
を

配
信
し
て
い
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。

「
は
や
ぶ
さ
」
に
も
?!

　

布
に
包
ま
れ
た
お
手
玉

は
日
本
特
有
の
も
の
で
、

江
戸
時
代
に
登
場
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ほ
ら
、
お
手
玉
っ
て

落
ち
て
も
跳
ね
な
い
で

し
ょ
？
」
と
テ
ー
ブ
ル
に

ポ
ト
ポ
ト
と
落
と
す
森
さ

ん
。

　

布
の
お
手
玉
が
落
ち
る

さ
ま
が
、
小
惑
星
探
査
機

「
は
や
ぶ
さ
」
を
イ
ト
カ

ワ
の
表
面
に
導
く
「
タ
ー

ゲ
ッ
ト
マ
ー
カ
ー
」
を
制

作
す
る
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た

と
面
白
そ
う
に
語
り
ま

す
。

落
っ
こ
と
し
て
も
、

み
ん
な
で
笑
い
あ
え
る

　

な
な
こ
の
会
が
始
ま
っ

た
頃
に
小
さ
か
っ
た
子
ど
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会
」
団
体
戦
で
優
勝
し
た

こ
と
も
あ
り
、
熱
心
に
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

「
見
る
・
作
る
・
遊
ぶ
・

学
ぶ
」
お
手
玉

　
「
お
手
玉
に
は
、
い
ろ

ん
な
楽
し
み
方
が
あ
り
ま

す
」。
演
舞
の
鑑
賞
や
お

手
玉
の
制
作
、
収
集
。
一

人
遊
び
だ
け
で
な
く
数
人

で
遊
ぶ
方
法
も
あ
り
ま

す
。
段
位
取
得
や
演
舞
を

創
造
し
挑
戦
し
た
り
、
歴

史
や
文
化
を
学
ぶ
な
ど
、

お
手
玉
の
世
界
は
幅
が
広

歴
史
あ
る
「
お
手
玉
文
化
」

世
界
へ
逆
輸
出
?!

　
「
い
ち
ば
ん
は
じ
め
は
、

い
ち
の
み
や
…
」
と
歌
い

な
が
ら
「
両
手
３
こ
ゆ
り

（
※
）」
を
演
舞
す
る
森
さ

ん
。
目
下
の
目
標
は
「
片

手
３
こ
ゆ
り
」
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
と

朗
ら
か
に
話
し
ま
す
。

　

森
さ
ん
と
お
手
玉
の
出

会
い
は
、
小
学
校
教
師
の

頃
、
課
題
図
書
に
あ
っ
た

『
お
手
玉
』
の
本
で
し
た
。

本
の
帯
に
書
か
れ
て
い
た

「
段
位
」
に
挑
戦
し
た
の

が
き
っ
か
け
だ
そ
う
で

す
。

　

今
で
は
『
お
手
玉
』
の

本
は
英
語
に
翻
訳
さ
れ
、

逆
に
日
本
か
ら
世
界
へ
発

信
さ
れ
て
い
ま
す
。

活
動
は
じ
め
て
15
年
!!

　

和
歌
山
の
お
手
玉
の
会

（
な
な
こ
の
会
）
は
、
２

０
０
５
年
12
月
に
発
足

し
、
現
在
会
員
は
35
名
。

和
歌
山
市
内
を
中
心
に
イ

ベ
ン
ト
や
教
室
を
開
催

し
、
お
手
玉
の
文
化
を
広

め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
和
歌
山

大
学
教
育
学
部
の
学
生
に

「
音
楽
・
身
体
総
合
表
現
」

の
講
師
と
し
て
指
導
を
し

て
い
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
に
は
「
第

17
回
全
国
お
手
玉
遊
び
大

お手玉遊びの文化伝承に取り組む　～和歌山のお手玉の会（ななこの会）～
　4,000 年の歴史があるといわれる “お手玉”。古代エジプトの壁画にもその様子が描かれており、シルクロードを渡り日本に伝来したといいます。聖徳
太子も幼少期に水晶玉をお手玉のようにして遊んだという記述も残っているそうです（鎌倉時代編纂の『古今目録抄』より）。今回は、お手玉遊びの文
化の伝承や、現代風お手玉遊びの創造にチャレンジしている「和歌山のお手玉の会（ななこの会）」代表の森勝代さんにお話をうかがいました。

く
て
、
興
味

深
い
と
い
い

ま
す
。

　

小
さ
な
赤

ち
ゃ
ん
は
、

お
手
玉
が「
ポ

ト
ッ
」
と
落

ち
る
様
子
を

見
る
だ
け
で

と
て
も
喜
び

ま
す
。
高
齢

者
は
「
子
ど

も
の
頃
に
よ

く
遊
ん
だ
」

と
懐
古
し
、

手
触
り
を
楽

し
み
ま
す
。

地
域
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に

作
っ
て
も

ら
っ
た
お
手

玉
で
、
子
ど
も
が
笑
い
な

が
ら
遊
ん
だ
り
、
世
代
を

超
え
て
交
流
の
輪
も
で
き

て
楽
し
め
ま
す
。

お
手
玉
の
効
果
は

い
っ
ぱ
い
！

　

手
を
動
か
す
こ
と
で
健

康
促
進
に
も
つ
な
が
り
、

集
中
力
も
養
え
、
脳
の
活

性
化
に
も
な
る
、
と
森
さ

ん
。

　
「
最
近
は
、
コ
ロ
ナ
禍

な
の
で
、
一
人
遊
び
を
主

に
や
っ
て
い
ま
す
が
、
例

え
ば
、
円
に
な
っ
て
わ
ら

べ
う
た
を
歌
い
な
が
ら

『
あ
ん
た
が
た
ど
こ
さ

…
』
の
『
さ
』
で
、

お
手
玉
を
隣
り
の
人

に
渡
し
て
い
く
遊
び

と
か
は
、
他
人
を
思

い
や
る
心
を
養
え
る

と
感
じ
て
い
ま
す
」

と
や
さ
し
く
ほ
ほ
笑

み
ま
す
。

　

ま
た
お
手
玉
は
、

障
が
い
の
あ
る
子
ど

https://stopcovid19-for-npo.jp/

　全国のNPO支援機関が連携し、ネットワー
ク組織「CIS（「新型コロナウイルス」NPO支
援組織社会連帯）」が立ち上がりました。様々
な情報を発信しています。ぜひご覧ください。

NPOのための新型コロナ
ウイルス対応お役立ちサイト

も
が
、
今
で
は
高
校
生
や

大
学
生
に
。
地
域
の
み
ん

な
で
子
ど
も
の
成
長
を
見

守
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
４
年
生
の
都
築
琴

乃
さ
ん
は
、
お
手
玉
歴
５

年
。
軽
快
に
両
手
３
こ
ゆ

り
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
「
上
手
く
で
き
な
い
時

も
あ
る
け
ど
、
練
習
し
て

で
き
た
と
き
は
、
め
っ

ち
ゃ
楽
し
い
！
休
憩
時
間

に
練
習
し
て
い
る
と
、
友

達
が『
す
ご
い
！
』と
言
っ

て
く
れ
る
の
が
嬉
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の

遊
び
が
主
流
に
な
り
つ
つ

あ
る
子
ど
も
た
ち
に
手
遊

び
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
森
さ
ん
は
、
目

を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
西
峰
祐
美
）

　
　

（
※
）
両
手
３
こ
ゆ
り
と

は
、
３
個
の
お
手
玉
を
使

い
、
右
手
ま
た
は
左
手
の

ど
ち
ら
か
一
方
か
ら
投
げ

上
げ
、
反
対
の
手
で
受
け

取
り
、
お
手
玉
を
落
と
さ

ず
に
順
々
に
受
け
渡
し
す

る
技
を
指
し
ま
す
。

【和歌山地域貢献活動応援基金とは】
　花王グループ社員のみなさんによる社会的支援を目的としたクラブ組織「花
王ハートポケット倶楽部（※）」会員の皆様のご寄付を原資に、元気な和歌山を
作る NPO（NPO 法人・市民活動団体・ボランティアグループ等）に対し、企業
と県民が協働して街づくりの推進を図ることを目的とした助成を行います。
　※毎月の給与から 1口 50 円、1口～ 100 口の任意の金額を積み立てられてい
ます

【助成対象】
　以下の 2つの部門があります。
●スタートアップ支援事業：活動を開始して 2年未満の団体。
●パワーアップ支援事業：活動を開始して 2年以上経過した団体。
　活動開始日が 2018 年 11 月 18 日以降がスタートアップ支援事業、2018 年
11 月 17 日以前がパワーアップ支援事業の対象となります。
◆両事業共通事項
　・和歌山県内で活動するNPO（法人格は問いません）であること。
　・地域コミュニティに主体的に関わる事業であること。
　・2021 年 4月 1日～ 2022 年 3月 31 日の間に行われる事業であること。
　・団体内部の研修のように地域住民のみなさんが参加できない事業は対象に
　なりません。
　・前年度採択された団体は、連続して同種類の助成金への申請はできません。
　・前年度スタートアップ支援事業に採択された団体が、今年度はパワーアッ

プ支援事業に申請することは可能です。
　・1団体よりの重複した申請はできません。

【助成金額・団体数】
●スタートアップ支援事業：1助成 5万円（4団体）
●パワーアップ支援事業：1助成 10 万円 （3団体）　　助成総額 50 万円

【応募方法】
　申請書類に必要事項を記入のうえ、わかやま NPO センターまで、郵送または
FAX またはメールにてお届けください。
　なお、団体の情報開示の状況も審査対象になりますので、ウェブサイトやブ
ログ、Facebook ページ等のURL があれば必ずご記入ください。
　申請用紙は特設サイトからダウンロードできます。
　http://www.wnc.jp/kao/index.htm

【締　切】　2020 年 11 月 17 日（火）消印有効

【選考方法】
●第 1次審査（書類選考）
　実施主体が設ける選考委員会で審議します。
●第 2次審査（投票選考）
　花王ハートポケット倶楽部に参加している社員に、応募申請書を公開し、投
票で採択団体を決定します。

　※ 必要に応じ助成申請者に対し提出資料の追加を求めたり、訪問調査を行う
ことがあります。
　※ 審査結果は 2021 年 1月下旬頃に書面で通知する予定です。

【助成金の交付について】
　2021 年 2 月～ 3 月頃に採択団体を対象に助成金贈呈式を開催します（会場は
未定ですが、遠方の方には規定により旅費の一部を負担します）。
　なお、新型コロナウイルス感染症の流行状況によっては中止またはオンライ
ンでの開催の可能性があります。
　その後、団体口座に銀行振込により交付します（個人口座には振込できませ
んのでご注意ください）。
 

【活動の報告について】
　助成を受けた団体は、助成を受けた活動の様子をブログもしくは Facebook
ページ等で随時掲載してください。事業終了後、活動報告・決算報告の作成・
提出が必要です（様式は採択後案内されます）。

【助成申請先】
　認定特定非営利活動法人わかやまNPOセンター
　〒640-8331　和歌山市美園町 5-6-12
　TEL:073-424-2223　FAX:073-423-8355　E-mail　info@wnc.jp
　（事務所不在時、電話は和歌山県NPOサポートセンターに転送されます）

【助成に関する相談窓口】
　和歌山県NPOサポートセンター
　〒640-8319　和歌山市手平 2丁目 1-2　和歌山ビッグ愛 9階
　TEL:073-435-5424　　FAX:073-435-5425
　E-mail　info@wakayama-npo.jp

花王ハートポケット倶楽部 × わかやまNPOセンター

和歌山地域貢献活動応援基金 “わかやまいきいきファンド” 助成応募締め切り迫る！

和歌山のお手玉の会（ななこの会） TEL・FAX　073-452-8627
（森 勝代さん）

●お手玉交流会
　第 3月曜日 10 時～ 12 時　河北コミュニティセンター（和歌山市）
●お手玉遊び教室
　第 1土曜日 14 時～ 15 時半　和歌山県立図書館

イベント情報

演舞をするメンバーのみなさん演舞をするメンバーのみなさん

両手 3こゆりを披露する都築琴乃さん両手 3こゆりを披露する都築琴乃さん

「お手玉」と翻訳された「OTEDAMA」「お手玉」と翻訳された「OTEDAMA」

森さんのお手玉コレクション森さんのお手玉コレクション

「はやぶさ」に搭載された
ターゲットマーカー
(C) 宇宙航空研究開発機構（JAXA）

「はやぶさ」に搭載された
ターゲットマーカー
(C) 宇宙航空研究開発機構（JAXA）


